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2.概要 
 この説明書は、テーブルスケール「TL-280/TL-290」の測定結果を、RS-232Cに準拠した

信号としてパソコンなどの外部機器に出力する信号に関して説明するものです。測定終了

直後に、TL-280/TL-290のシリアルポートから、測定結果が出力されます。 

 

3.通信仕様 

 

通信規格    ：EIA RS-232C準拠 

通信方式    ：調歩同期式 

信号速度    ：9600ボー 

データビット長 ：8ビット 

パリティ    ：なし（NONE） 

ストップビット ：1ビット 

フロー制御    ：なし 

ターミネータ  ：CR+LF 

 

4.接続方法 

 

 

【USBの場合】 

 USBコネクター（miniB）が付いています。USBケーブルで接続してください。 

 

※TL-280/TL-290は USBシリアル変換のため、TANITAの WEBサイトからドライバーをダウ

ンロードし、パソコンへインストールする必要があります。 

 

【RS-232Cの場合】 

 RS-232Cコネクター（Dサブ 9ピンメス）が付いています。パソコンと接続する場合は、

RS-232Cストレートケーブル（延長用）を使用してください。
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5.出力データフォーマット 
 送信データは、受信側（パソコンなど）の状態にかかわらず計量直後に出力されます。

このため、計量以前に受信側が、常に受信可能な状態になっている必要があります。 

 

 

 


